
「個別の指導計画」とは、障害のある幼児児童生徒一人ひとりに作成する、各教科等

の目標や内容、配慮事項などを具体的に示した計画です。

「個別の指導計画」を作成することで、教職員の共通理解による指導や支援の実践と

客観的な評価、改善につながります。

「特別支援教育における『個別の指導計画』作成のために」（山口県教育委員会．平

成２１年１２月）を併せて参考にしてください。

○すべての欄に記入する必要はありません。

○学級担任の負担が大きくなり過ぎないように留意する必要があります。

○進級や進学、転学先に適切な指導を確実に引き継ぐことが大切です。

「個別の指導計画」を作成することが目的ではなく、幼児児童生徒の障害の状態等に

応じた適切な指導を、計画的、組織的に行うために作成します。

幼稚園 小学校 中学校 高等学校

特別支援学級 通級による指導 特別支援学校
の記入例

「個別の指導計画」とは

「個別の指導計画」の作成に当たって

本冊子の活用に当たって

②「特別支援教育における『個別の指導計画』作成のために－記入例－」（本冊子）

①と②を併せて参考にして、障害のある幼児児童生徒の実態や

各学校の実情に合わせた計画を必要に応じて作成します。

「個別の指導計画」の作成と活用により、一人ひとりの教育的ニーズに

応じた指導や支援を一層充実させることが大切です。

「特別支援教育における『個別の指導計画』作成のために－記入例－」について

「個別の指導計画」の
基本的な考え方 作成のための配慮事項

項目と様式 記入上の留意点

①「特別支援教育における『個別の指導計画』作成のために」

○「特別支援教育における『個別の指導計画』作成のために」

○「特別支援教育における『個別の指導計画』作成のために－記入例－」（本冊子）

○「『個別の指導計画』の様式」

は、特別支援教育推進室のホームページからダウンロードできます。

（http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a503001/Planning-guidanc/planning-guidanc.html）


